
令和7年度エネルギー使用実績について
1. 電気使用量について

2. ガス使用量について

令和7年度（計27,021千kWh、654百万円）は令和6年度（26,385千kWh、633百万円）に比べて電気使用量は2.4%増。電気料金は単価が上がったため21百万円、3.3％増。

令和7年度（計1,039千kWh、136百万円）は令和6年度（1,178千kWh、162百万円）に比べてガス使用量は11.8%減。ガス料金も16.0％減。
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3. 重油について

4. 外気温

令和7年度（計292kL、27.0百万円）は令和6年度（計310kL、29.8百万円）に比べて重油使用量は5.8%減。使用料金も9.5％減。

令和7年度は猛暑であったが令和6年度に比べて気温はやや低く、冬期の気温も例年より高かった。
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5. 原油換算した全体のエネルギー使用量（電気・ガス・重油）

令和7年度（計8,212kL）は令和6年度（計8,237kL ）に比べて原油換算エネルギー使用量は▲0.3％減。
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6. 令和7年度の傾向

病院と大学では電気使用量の規模が違う。

電気使用量が全体の約8割を占めている。

その他 8.6%

講義実習棟 5.0%

医工連携拠点棟 3.0%

RI動物実験施設 5.9%

基礎臨床研究棟 10.7%

エネルギーセンター 20.1%

病院施設
46.7%

病院施設とエネルギーセンターが電気使用量の7割を占める。

電気 80.1%

重油 3.3%

ガス 16.6%

エネルギー使用量は建物の増加に伴い増加傾向だったが、令和5年度には一旦減少。
令和7年度に新たな建物が新営されたが、全体の使用量としては若干減少。



7. 建物別単位面積当たりの電気使用量

R5年度 2142.0

R6年度 2176.9

R7年度 2342.8


